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Curriculum Development for Technical Communication in English According to the Readiness 
States of Students 
Hiroshi TANABE *1  
Abstract This paper proposes the importance of preparing the basic knowledge of English 
vocabulary and grammar by setting the goal for the ESP course of Technical Communication in 
English I and II during the first year at Tokyo Polytechnic University and the reflection of the 
preferences by the students for conversation in English in the courses. The preference for the style of 
the class of English conversation by the students was found but the results that many of the students 
felt the lack of confidence in the grammar and the structure after learning at a junior high school and 
a high school might suggest the importance of the shift from Grammar translation method or Audio-
lingual method to the naturalistic approach. 
1. 研究の動機
東京工芸大学のカリキュラムで必修科目として工業英













績順に 1 組から 16 組にクラス分けされている。2 年生は 1
年時の数学の成績によって１組より 12 組に分けられてい
る。以下が今回の調査対象である。
1 年生 1-4 組 28 名、1-10 組 30 名、1-16 組 26 名 
2 年生 2-1 組 40 名、2-8 組 40 名、2-9 組 35 名 
2.2 実施時期 
2016 年 4 月の各初回授業時に実施 
アンケート内容と形式
工業英検について選択式４問











4 級以上合格者が 1 年生全体の 42.8％である。2 年生では
33.0％の英検合格者と 27.8％の 4 級以上の合格者があった。
両学年とも準一級以上の取得者はいなかった。 
TOEIC では表２のとおり 1 年生全体の 9.5％が受験経験
者で、うち 1 名が 500 点以上を得点していた。2 年生では
全体の 26.1％が受験を経験し、3 名が 500 点以上を得点し
ていた。
表 1 英検の最高取得級 






















表 2  TOEIC の受験者数と得点 
3.2 英語についての態度 
1 年生 45％、2 年生の 58.5％が英語という言語が好きか
あるいはどちらでもないと答えた（表 3）。1 年生の半数以
上が英語という言語自体にネガティブな感情を抱いてお
り、2 年生では 1 年生に比べ 13.5％の好転が見られている。
英語が得意かどうかの項目では 1、2 年生ともにとても得
意と答えた者はなく、得意と答えた者は 1 年生で 4％、2
年生で 10％であった（表 4）。逆に 1 年生の 78％と 2 年生
の 68％があまり得意でない、あるいは全然得意ではない
と答えている。さらに英語の授業について尋ねると 1 年生
の 41％、2 年生の 34％があまり、あるいは全然好きではな
いと答えた（表 5）。 
表 3  英語という言語は好きか。 
1 年 2 年 
とても 4 (4%) 6 (6%) 
思う 24 (23%) 29 (27%) 
どちらでも 22 (22%) 29(27%) 
あまり 33 (32%) 27 (25%) 
全く 19 (19%) 15 (14%) 
表 4  英語は得意か 
1 年 2 年 
とても 0 (0%) 0 (0%) 
思う 4 (4%) 11(10%) 
どちらでも 20 (22%) 23 (22%) 
あまり 33 (32%) 31 (30%) 
全く 45 (44%) 40 (38%) 
表 5  英語の授業は好きか 
1 年 2 年 
とても 5 (5%) 5 (5%) 
思う 21 (21%) 26 (25%) 
どちらでも 34 (33%) 38 (36%) 
あまり 24 (23%) 23 (22%) 








っていると答えた 1 年生はわずか 2％であり、少しと答え
た者は 6％で、また東京工芸大学のカリキュラムで一年間
学習してきた 2 年生でもわずか 5％で少しと答えた者は
12％であった。2 年生の 4 月に於いて工業英検について、
知っているものは合計 17％という極めて少ないものだっ
た（表 6）。しかしながら学生の受験に関する意識を調査す
ると受験する意思があるものは 1 年生で 77％、2 年生で
83％と高い割合を示し（表 7）、目指す級については 1 年生
では 4 級が 27％、3 級が 47％、2 級が 13％、2 年生では 4








めに受験の時期を尋ねると、1 年次あるいは 2 年次と答え











表 6  工業英検を知っているか 
１年 ２年 
知っている 2 (2%) 5 (5%) 
少し 6 (6%) 12 (12%) 
知らない 92 (92%) 86 (83%) 
表 7  工業英検を受けたいか？ 
1 年 2 年 
受けたい 15 (15%) 29 (28%) 
やや受けたい 63 (62%) 57 (55%) 
ない 24 (23%) 18 (17%) 
表 8  工業英検の何級を目指すか 
1 年 2 年 
4 級 27 (27%) 24 (23%) 
3 級 47 (47%) 51 (48%) 
2 級 13 (13%) 23 (22%) 
1 級 13 (13%) 8 (7%) 
0-395 点 400-495 点 500-595 点
１年 7 (87%) 0 (0%) 1 (13%) 
２年 26 (87%) 3 (10%) 1 (3%) 
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表 9  工業英検を受験するとすればいつ受験したいか 
1 年 ２年 
1 年次 30 (30%) 46 (44%) 
2 年次 47 (46%) 41 (39%) 
3 年次 5 (5%) 13 (12%) 
4 年次 7 (7%) 5 (5%) 
卒業後 12 (12%) 0 (0%) 









た 1 年生は 18％、2 年生は 27％、工業英会話と答えた
1 年生は 27％、2 年生は 17％で割合が高く、基本単熟
語、基本文法、工業英会話、技術ライティング、専門用























表 10  工業英語の授業は必要か 
1 年 2 年 
とても 18 (18%) 15 (14%) 
必要 71 (71%) 79 (75%) 
あまり 8 (8%) 11 (11%) 
必要ない 3 (3%) 0 (0%) 
表 11  工業英語の授業で学びたい項目 
1 年 2 年 
基本単熟語 7 (7%) 15 (14%) 
基本文法 23 (23%) 28 (27%) 
工業英会話 28 (27%) 18 (17%) 
技術ライティング 1 (1%) 5 (5%) 
専門用語 2 (2%) 7 (7%) 
複数選択 41 (40%) 32 (30%) 
表 12  どのタイプの授業が嫌いか 
1 年 2 年 
読解 10 (10%) 9 (9%) 
問題解答 19 (18%) 15 (14%) 
英会話 19 (18%) 38 (36%) 
リスニング 12 (12%) 7 (7%) 
発音 11 (11%) 2 (2%) 
英作文 23 (22%) 20 (19%) 
実践的演習 7 (7%) 12 (11%) 
その他 2 (2%) 2 (2%) 
表 13  現在不足している知識 
1 年 2 年 
基本単熟語 18 (18%) 20 (19%) 
基本文法 18 (18%) 17 (16%) 
専門知識 8 (8%) 16 (16%) 
複数選択 54 (53%) 50 (48%) 





42％、2 年生で 46％で一番多く次に問題解答が続き 1 年生
で 38％、2 年生で 39％、学生から好きな方法として挙げれ
ていた英会話は 1 年生で 5%、2 年生で 6.5%であった(表
14)。このことは高校までの間に読解練習、問題解答によっ
て基本単熟語、基本文法を学ぶ機会が英語授業の中で最も






解が 23％、英作文 11％、リスニング 9％、実践的演習 8％、
発音 4％、英会話 2％であり、高校時代に経験した英語の
授業スタイルと変わりがないことがわかる(表 15)。 
表 14  高校までの授業のタイプ 
1 年 2 年 
読解 43 (42%） 49 (46%) 
問題解答 39 (38%) 42 (39%) 
英会話 5 (5%) 6 (5%) 
リスニング 4 (4%) 1 (1%) 
発音 6 (6%) 2 (2%) 
英作文 1 (1%) 1 (1%) 
実践的演習 2 (2%) 4 (4%) 
その他 2 (2%) 2 (2%) 
表 15  大学一年次にどのタイプの授業が多かったか 
2 年 
読解 25 (23%) 
問題解答 45 (42%) 
英会話 2 (2%) 
リスニング 10 (9%) 
発音 4 (4%) 
英作文 12 (11%) 
実践的演習 9 (8%) 




























































































会話 21％、問題解答 18％、リスニング 15％、実践的演習、
発音がともに 8％で、大学カリキュラムの英語ライティン
グに相当する英作文に関しては 0％という結果が示された





会話 36％、実践的演習 19％、リスニング 14％、問題解答
12％、発音 7％、読解 5％、英作文 4％で、2 年生では英会





表 16  どのタイプの授業が好きか 
1 年 2 年 
読解 27 (26%) 24 (22%) 
問題解答 18 (18%) 34 (32%) 
英会話 22 (21%) 13 (12%) 
リスニング 15 (15%) 13 (12%) 
発音 8 (8%) 7 (7%) 
英作文 0 (0%) 8 (7%) 
実践的演習 8 (8%) 7 (7%) 
その他 4 (4%) 1 (1%) 
表 17  どのタイプの授業が効果的と思うか 
1年 2年 
読解 5 (5%) 16 (15%) 
問題解答 12 (12%) 13 (12%) 
英会話 37 (36%) 34 (32%) 
リスニング 14 (14%) 6 (6%) 
発音 7 (7%) 7 (7%) 
英作文 4 (4%) 7 (7%) 
実践的演習 19 (19%) 21 (20%) 
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